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１ 点検評価の概要 

 

（１）趣旨 

 

 教育委員会は，地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年

法律第１６２号）の規定により，教育行政の責任体制の明確化を図るため，

教育長に委任した事務も含めて，その権限に属する事務の管理及び執行状

況についての点検及び評価を行い，公表することが義務付けられていま

す。これに基づき，市教育委員会では，より効果的な教育行政の推進を図

るべく，平成２６年度の教育委員会活動状況及び実施した事務事業につい

て，教育に関し学識経験を有する外部委員の意見を徴し，点検及び評価を

行い，その結果を報告書としました。 

 

（２）点検及び評価の対象 

 

平成２７年度に実施する点検評価対象事業は，常陸大宮市教育振興基本

計画（平成２５年度～平成２９年度）の基本施策として実施する事業，常

陸大宮市総合計画（実施計画）における平成２６度重点事業及びその他点

検評価が必要と認める事業から１０事業を選定いたしました。 

 

（３）点検及び評価の方法 

 

 教育委員会が平成２６年度に実施した事務事業を「教育委員会の活動」，

「教育委員会が行った事務事業（点検評価対象１０事業）」の二つに大別

し，点検評価内容の客観性を確保するため，常陸大宮市教育行政点検評価

委員規程（平成２１年教委訓令第１１号）に基づき委嘱した外部委員から

事業の点検評価を受け，事業評価に対する意見を求めるとともに市の教育

に関する事務の管理，執行状況の点検評価に関する所見を求めました。 

 

① 委員会開催日 

第１回 平成２７年１０月８日（木） 

行政点検評価対象事業の説明及び事業の選定 

第２回 平成２７年１１月２５日（水） 

対象事業の点検評価実施，委員の意見集約 
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② 教育行政点検評価委員（順不同） 

   ・望月 厚志 氏（茨城大学教育学部教授） 

   ・新家 洋一 氏（茨城県県南生涯学習センター次長） 

   ・武藤 賢治 氏（元茨城県職員） 

 

（４）平成２６年度に教育委員会が実施した主な事務事業の点検及び評価結果 

 

内部評価 委員による点検評価 

  【①事業執行状況】  

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価結果】 

 

 

 

 

 

 

 

 事業数 比率  

 

 

 

 

 

 

Ａ必要性・ 

効果は高い 
９ 90.0 

Ｂ必要性・ 

効果はある 
１ 10.0 

Ｃ必要性・ 

効果はない 
― ― 

 

  【②今後の方針】 

 

 

 

 

 

 

 事業数 比率  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事業数 比率  

 

 

 

 

 

廃止・休止 ― ― 廃止・休止   

縮小 １ 10.0 縮小 １ 10.0 

見直し ― ― 見直し   

現行どおり ８ 80.0 現行どおり ７ 70.0 

拡充 １ 10.0 拡充 ２ 20.0 

  

 

※参考：評価結果の考え方 

 

 

 

  

廃止・休止 

 

事業を実施する必要がなくなったもの 

別の事業に置き換えていけるもの 

事業が終了したもの 

縮小 事業内容の見直しを行い縮小が必要なもの 

見直し 事業内容の見直しが必要なもの 

現行どおり 現状の予算等で事業効果が得られるもの 

拡充 事業費を増やすことで事業効果が高まるもの 
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２ 教育委員会の活動状況 

 

（１）教育委員の選任状況 

                        （平成 26 年 4 月 1 日～平成 27 年 3 月 31 日） 

○ 委員長・職務代理者 

職 氏  名 備   考 

委 員 長 
菊 池 泰 弘 委員長 H25.10.21 ～ H26.10.20 

星 野 幸 子 委員長  H26.10.21 ～ 

委員長 

職務代理者 

星 野 幸 子 代理者  H25.10.21 ～ H26.10.20 

諸 澤 信 子 代理者  H26.10.21 ～  

○ 委員・教育長 

委   員 菊 池 泰 弘 任 期  H25. 2. 23 ～ H26.10.20 

委   員 星 野 幸 子 任 期  H25. 2. 23 ～ H29. 2. 22 

委   員 諸 澤 信 子 任 期  H25.10.20 ～ H29.10.19 

委   員 茅 根 正 憲 任 期  H25.10.20 ～ H29.10.19 

教 育 長 上久保 洋 一 任 期  H23.12.24 ～ H27.12.24 

 

（２）教育委員会会議の開催状況 

 

月  日 区分 議案件数 協議件数 報告件数  選挙件数 

Ｈ26年 4月24日 定例会 ７ ― ７ ― 

       5月26日 定例会 ４ ― ６ ― 

       6月25日 定例会 ２ ― ６ ― 

       7月14日 臨時会 １ ― ― ― 

       7月23日 定例会 ４ ― ４ ― 

       8月25日 定例会 ３ ― ３ ― 

       9月25日 定例会 ― ２ ４ ― 

      10月20日 定例会 ６ １ ５ １ 

      11月26日 定例会 ３ １ ３ ― 

      12月25日 定例会 １ ― ６ ― 

H27年 .    1月26日 定例会 ２ ― ２ ― 

       2月25日 定例会 ５ ― ４ ― 

       3月16日 臨時会 ２ ― ― ― 

       3月27日 定例会 ７ ― ６ ― 
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合     計 

          定例会（１２回） ４４ ４ ５６ １ 

     臨時会（ ２回） ３ ― ― ― 

 

（３）会議及び研修会等への参加状況 

・平成２６年度関東甲信越静市町村教育委員会連合会総会及び研修会 

・平成２６年度茨城県市町村教育委員会連合会定期総会及び講演会 

・平成２６年度市町村教育委員会教育委員研究協議会 

・平成２６年度茨城県市町村教育長協議会夏期・冬期研修会 

 

（４）その他 

    ・学校訪問等（幼稚園４園，小学校１１校，中学校６校） 

月日 訪  問  先 

 H26年 7月 8日 
 村田小学校，第二中学校，上野小学校， 

大賀小学校 

    7月 9日 
 大宮北小学校，おがわ幼稚園，御前山幼稚園 

御前山中学校 

   10月29日 
大宮小学校，大宮幼稚園，大宮西小学校，大宮 

中学校，緒川小学校 

      10月30日 
美和中学校，美和小学校，緒川中学校 

 御前山小学校 

   11月 4日 
  山方小学校，山方南小学校，山方中学校 

 美和幼稚園 

  

・各幼稚園入園式，卒園式 

・各小中学校入学式，卒業式 

・各幼稚園運動会・各小学校運動会，各中学校体育祭 

・常陸大宮市教育振興大会 

・常陸大宮市賀詞交換会，成人式，駅伝大会，クロスカントリー大会 

・その他各種事業への参加 
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３ 個別事務事業（平成２６年度事業）の点検評価結果 

 

事
業
番
号 

事 務 事 業 名 所管部署 内部評価 点検評価 

1 教育振興大会実施事業 教育総務課 現行どおり 現行どおり 

2 ＜災害復旧＞原子力事故対策事業 教育総務課 縮小 縮小 

3 小学校交通安全ヘルメット配付事業 学校教育課 現行どおり 現行どおり 

4 常陸大宮っ子学力アップ推進事業 学校教育課 現行どおり 拡充 

5 英語指導員配置事業 学校教育課 拡充 拡充 

6 英語指導助手配置事業 学校教育課 現行どおり 現行どおり 

7 花いっぱい運動推進事業 生涯学習課 現行どおり 現行どおり 

8 スポーツ教室等開催事業 生涯学習課 現行どおり 現行どおり 

9 

生涯学習推進事業 

（御前山地域・ 

いいこといっぱい体験隊活動） 

生涯学習課 現行どおり 現行どおり 

10 図書情報館の利用に関する事務 生涯学習課 現行どおり 現行どおり 
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拡充 見直し 縮小 

拡充 見直し 縮小 

平成２７年度教育行政（個別事業）点検評価結果報告書

整 理 番 号
事務事業
対象年度

 　平成２６年度

事 務 事 業 名

事 業 概 要

部課局名 教育総務課1

教育の向上・発展を図る。

関係団体等からの推薦により，表彰者選考委員会で審議し，その年に優秀な
成績を収めた児童生徒及び教職員を表彰する。

常陸大宮市における教育活動並びに学習活動に献身的に努力され，多大な
功績を上げられた方々に深甚なる感謝をするとともに，教育の振興に積極的に
尽力された方々の表彰を行い，今後の市の教育の向上発展を図る。

点 検 評 価
事 業 番 号

事 業 の 目 的

教育振興大会実施事業

C必要性・効果は無いB必要性・効果はある A必要性・効果は高い

点検評価結果

　①総合評価

　②今後の方針 
内部評価結果

現行どおり 

点
検
評
価
委
員
に
よ
る
評
価
結
果

Ａ委員：関係団体からの推薦という方法だけでの実施で良いのかどうか，評価
　　　　　方法の検討が今後必要になるのではないかとも考える。

Ｂ委員：市の表彰制度は，教育分野だけではなく福祉，医療，農・工・商等各
　　　　　分野にわたっており，市全体としての表彰制度の位置づけを検討して
　　　　　も良いのではないかと思う。地域振興及び学社連携に係る部分は，
　　　　　市長が直接表彰状を交付しても良いのではないか。茨城町では，学
　　　　　校支援ボランティア「ブライトリーダー」の表彰は，町が実施している。

C委員：他の制度による表彰等を含め，広報することによりさらに教育の振興
　　　　　に効果が上がると判断できる場合，広く周知・広報を検討していただ
　　　　　きたい。

点検評価
結果理由

主な意見

休止・廃止

Ａ委員：【現行どおり】市民の教育活動並びに学習活動を正当に評価し，様々
　　　　　な活動の更なる向上や発展を図るために必要な事業てある。現行ど
　　　　　おりの必要性があると判断する。

Ｂ委員：【現行どおり】教育振興を図るため，表彰制度は有効な施策である。
　　　　　今後とも継続実施が望まれる。

C委員：【現行どおり】教育活動に積極的に支援・協力を行った者に感謝する
　　　　　とともに，教育研究，スポーツ，文化等で優秀な成績を収めた者を表
　　　　　彰することは，モチベーションを上げ，より一層の支援・努力を促し，
　　　　　今後の教育の振興に大いに寄与する事業である。

休止・廃止現行どおり 
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拡充 見直し 縮小 

拡充 見直し 縮小 

点検評価
結果理由

点検評価結果

主な意見

内部評価結果

点
検
評
価
委
員
に
よ
る
評
価
結
果

Ａ委員：最小限の実施状況の確保と更なる重大事の発生の準備は考える必
　　　　　要がある。

Ｂ委員：東海第二原発が運転再開する場合には，モニタリングポスト増設など
　　　　　別途対策を考える必要がある。東日本大震災で，住民に安定ヨウ素
　　　　　剤を配付したのは，三春町だけであった。

C委員：放射線量の推移については，将来にわたり把握すべきであり，今後，
　　　　　学校現場外での測定事業と併せて検討する必要がある。

休止・廃止

C必要性・効果は無い

　①総合評価

A必要性・効果は高い

事 務 事 業 名

事 業 の 目 的

事 業 概 要

2

＜災害復旧＞原子力事故対策事業

学校等における児童・生徒等が受ける放射線量を測定し，より安心して教育が
受けられる環境の構築を目指し事業を推進するものです。

　平均的な空間線量率を把握するため，簡易測定器により教育施設等の放射
線測定を行い，各施設の放射線量を市ホームページに掲載し市民へ周知す
る。
・学校等での放射線測定
・放射線測定器の購入
・放射線測定器の点検・校正
・放射線測定結果の公表（市ホームページ）

平成２７年度教育行政（個別事業）点検評価結果報告書

整 理 番 号
事務事業
対象年度

 　平成２６年度

点 検 評 価
事 業 番 号

教育総務課部課局名

現行どおり 

Ａ委員：【縮小】原発事故に対する現在の社会的・地域的な状況からこの事業
　　　　　の必要性は以前と比べて低い。また，関係職員や事業費用の問題か
　　　　　ら縮小しても良いのではないかと判断される。

Ｂ委員：【縮小】福島第一原発事故から４年半が経過しており，住民の不安，
　　　　　安全対策及び費用対効果から見て縮小すべきと考える。

C委員：【縮小】原子力事故による放射線量は，低下し安定して推移しており，
　　　　　測定回数を減らすなど縮小して事業継続を図るべきである。

B必要性・効果はある 

休止・廃止現行どおり 

　②今後の方針 
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拡充 見直し 縮小 

拡充 見直し 縮小 

平成２７年度教育行政（個別事業）点検評価結果報告書

整 理 番 号
事務事業
対象年度

 　平成２６年度

事 務 事 業 名

事 業 概 要

部課局名 学校教育課3

小学校の登下校における児童の安全に寄与する。
・小学校新１年生に祝品として配付する通学用ヘルメットの購入

小学生の登下校における児童の安全に寄与する。

点 検 評 価
事 業 番 号

事 業 の 目 的

小学校交通安全ヘルメット配付事業

C必要性・効果は無いB必要性・効果はある A必要性・効果は高い

点検評価結果

　①総合評価

　②今後の方針 
内部評価結果

現行どおり 

点
検
評
価
委
員
に
よ
る
評
価
結
果

Ａ委員：通学用ヘルメットの有効期間が三年間となっている。三年後の継続性
　　　　　を考える必要性がある。

Ｂ委員：平成２５年度から始めた事業であるが，今後ずっと継続実施していただ
　　　　　きたい事業である。直接関係ないが，通学路の安全確保のための道
　　　　　路整備事業や，地域コミュニティーを活性化させ，子どもたちの安全確
　　　　　保に努めるなど，様々な事業を組み合わせていただきたい。

C委員：小学校児童とともに中学校新入生への配布事業があるが，事務の効
　　　　　率化等の面から，今後，事業統合の検討が必要と思われる。

点検評価
結果理由

主な意見

休止・廃止

Ａ委員：【現行どおり】子どもたちの交通安全の確保のために基本的に必要な
　　　　　事業であり，その効果は大きい。そのため，現行どおりの実施が必要
　　　　　である。

Ｂ委員：【現行どおり】通学用のヘルメットは，防災上の安全対策としても必要で
　　　　　ある。小中学生全員に配付して，地震・火災・洪水などの日常的な避
　　　　　難訓練にも有効活用すべきである。

C委員：【現行どおり】通学時の交通安全対策として必要であり，また，交通安
　　　　　全意識の醸成にも有効であると思料され現行通りの事業継続が必要
　　　　　である。

休止・廃止現行どおり 

8



拡充 見直し 縮小 

拡充 見直し 縮小 

点検評価
結果理由

点検評価結果

主な意見

内部評価結果

点
検
評
価
委
員
に
よ
る
評
価
結
果

Ａ委員：放課後学力支援プランの対象学年を増やすことなどを検討してほし
　　　　　い。

Ｂ委員：北海道の釧路市では，PTA会長が中心になって，学ぶ場所を確保し
　　　　　て，子どもたちのために算数などを教えている。かけ算九九を親が教
　　　　　えられない場合には，地域で教えられるような体制づくりを考えていた
　　　　　だきたい。

C委員：事業効果を検証のうえ，大きな効果があると判断され，将来，全学年
　　　　　に拡充すべきものと考えます。また，教員の郷土に対する理解を深
　　　　　め，将来の地域創生の担い手となる児童生徒に郷土に関心を持た
　　　　　せていただきたい。

休止・廃止

C必要性・効果は無い

　①総合評価

A必要性・効果は高い

事 務 事 業 名

事 業 の 目 的

事 業 概 要

4

常陸大宮っ子学力アップ推進事業

常陸大宮市の将来を担う人材育成のために，学習環境（学校図書館）の整
備，補充的な学習の場の充実，授業の質の改善を通して児童の学力向上を図
る。
①教職員が児童への対応にあたる時間が増加するとともに，児童がより一層本
に親しみ，学習活動に生かすことにより表現力･創造力を育成することができ
る。②四則計算等の基礎学力の定着を図ることができる。③家庭学習の習慣
を身につけることができるとともに，確かな学力の向上の定着につながる。④小
中学校教員向け郷育読本活用実践研修会の実施により教員の指導力の向上
が図られ，児童生徒の地域への関心を高めることができる。
①学校図書館専任職員の配置
　全小学校に週１回４時間ずつ学校図書館専任職員を配置する。
②放課後学力支援プラン
　全小学校３年生を対象に，各クラス２名の地域サポーターを派遣し，補充的
な学習の支援を行う。
③小学校６年生を対象に算数問題集「算数の玉手箱」を作成・配付する。
④常陸大宮郷育読本を活用した授業研究会を実施する。

平成２７年度教育行政（個別事業）点検評価結果報告書

整 理 番 号
事務事業
対象年度

 　平成２６年度

点 検 評 価
事 業 番 号

学校教育課部課局名

現行どおり 

Ａ委員：【拡充】現在の教育問題に直接対応する事業であり，新規事業のた
　　　　　め，その効果を見極める意味でも継続する必要がある。できることな
          らば，拡充が望ましい。

Ｂ委員：【拡充】学校は，授業第一主義で子どもたちの学力向上を図り，行政や
　　　　　地域は，発展的学習や補充的学習で子どもたちの学ぶ意欲を引き出
          すための施策を講じる必要がある。

C委員：【拡充】小学校３年次と６年次を対象に理解度を高める取り組みや図書
　　　　　に親しむ支援は評価でき，引き続き事業の効果的推進を図るべきで
　　　　　ある。

B必要性・効果はある 

休止・廃止現行どおり 

　②今後の方針 
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拡充 見直し 縮小 

拡充 見直し 縮小 

点検評価
結果理由

点検評価結果

主な意見

内部評価結果

点
検
評
価
委
員
に
よ
る
評
価
結
果

Ａ委員：学校への派遣回数を増やすだけでなく，教職員に対する指導の機会
　　　　　の増加を求めたい。

Ｂ委員：国語と英語，どちらが大事か，日本語で考えるのか，英語で思考する
　　　　　のか，どちらを目指すのか。国の動向にとらわれず，常陸大宮市として
　　　　　どう考えるのか，住民投票にかけてみては？

C委員：指導員の資質が事業効果に大きな影響を与えると思料され，その選任
　　　　　には，慎重かつ十分な審査を期待いたします。

休止・廃止

C必要性・効果は無い

　①総合評価

A必要性・効果は高い

事 務 事 業 名

事 業 の 目 的

事 業 概 要

5

英語指導員配置事業

市立幼稚園においては，園児が英語に親しみ英語指導員とふれあい，異文化
の理解に役立つこと
小学校においては，外国語活動及び総合的な学習の時間等において国際理
解およびコミュニケーション能力の素地を養うことを目的とする。

市立幼稚園・小学校の学年に応じた国際理解教育や外国語活動の指導の一
層の充実に寄与する。

・幼稚園・小学校での異文化理解の指導（あいさつ・歌・英会話・ゲーム・自国
の生活習慣や文化紹介など）
・教職員に対する英会話の指導
・指導内容や言語活動に見合った教材，資料の作成など

平成２７年度教育行政（個別事業）点検評価結果報告書

整 理 番 号
事務事業
対象年度

 　平成２６年度

点 検 評 価
事 業 番 号

学校教育課部課局名

現行どおり 

Ａ委員：【拡充】国の文教政策，特に小学校での英語教育の実施に関係する
　　　　　重点事業として考えられる。更なる拡充が必要と判断する。

Ｂ委員：【現行どおり】語学はツールであるという人が多い。国際教育の原点
　　　　　は，郷土教育である。外国人アレルギーを無くす必要はあるが，それ
　　　　　以上の効果があるとは思えない。

C委員：【拡充】国際化が大きく進展している現在，早い段階から英語に親しむ
　　　　　とともに，外国人と接することはコミュニケーション能力の向上に大いに
　　　　　意義のあることであり，より一層の充実が必要である。

B必要性・効果はある 

休止・廃止現行どおり 

　②今後の方針 
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拡充 見直し 縮小 

拡充 見直し 縮小 

平成２７年度教育行政（個別事業）点検評価結果報告書

整 理 番 号
事務事業
対象年度

 　平成２６年度

事 務 事 業 名

事 業 概 要

部課局名 学校教育課6

中学校のそれぞれの学年に応じた国際理解教育や英語科教育の一層の充実
に寄与する。

・中学校における英語担当教員とのティームティーチングによる英会話指導を
中心とした英語の指導
・教職員に対する英会話の指導
・指導内容や言語活動に見合った教材，資料の作成等
・ノート・ワークシート等の点検
・学校行事等への参加，インタラクティブ・フォーラム出場者への助言指導
・学期末には，達成度をチェックする評価表・コメントの提出

中学校のそれぞれの学年に応じた国際理解教育や英語教育の一層の充実に
寄与するとともに，実践的なコミュニケーション能力の向上，国際理解等に役立
つことを目的とする。

点 検 評 価
事 業 番 号

事 業 の 目 的

英語指導助手配置事業

Ｃ必要性・効果は無いＢ必要性・効果はある Ａ必要性・効果は高い

点検評価結果

　①総合評価

　②今後の方針 
内部評価結果

現行どおり 

点
検
評
価
委
員
に
よ
る
評
価
結
果

Ａ委員：ここでも，教職員の英語力の向上を図る機会の増強を考えてほしい。

Ｂ委員：英会話スクールに通うか，独学で数千時間学ぶか，いずれにしても相
　　　　　当努力しないと語学はマスターできない。英会話をできるようにするた
　　　　　めには，手っ取り早く，英会話スクールのカリキュラムを学校教育に導
　　　　　入すればいいだけの話である。

C委員：英語指導助手の選任には，十分な審査を行い適切な者を配置するよ
　　　　　う努めて頂きたい。また，市長部局の国際交流担当と連携し交流イベ
　　　　　ント等への生徒の協力，参加などを検討いただきたい。

点検評価
結果理由

主な意見

休止・廃止

Ａ委員：【拡充】子どもたちだけでなく，学校教員の英語力を高めるという最新
　　　　　の国の教員の資質に関する方針に沿った事業の一つと考えられ，さ
　　　　　らに重要なものとなる事業である。拡充を求めたい。

Ｂ委員：【現行どおり】会話のための英語，論文作成のための英語，いずれも
　　　　　短期集中的に学ばないと身につかない。現行の学校教育ではできな
　　　　　いことなので，現行どおりで良い。

C委員：【現行どおり】国際化に適切に対応していくためには英語力が必要不
　　　　　可欠であり，尐なくとも現行通りの事業継続が必要である。

休止・廃止現行どおり 
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拡充 見直し 縮小 

拡充 見直し 縮小 

点検評価
結果理由

点検評価結果

主な意見

内部評価結果

点
検
評
価
委
員
に
よ
る
評
価
結
果

Ａ委員：コンクールを行って環境美化を促進することはよいと考えるが，コンク
　　　　　ールと審査方法を再考する必要性があるのではないかと思われる。

Ｂ委員：地域の方や小中学校の教員の負担は大きいが，それ以上の効果があ
　　　　　ると思うので，市全体に広めていただきたい。

C委員：優秀な取り組みを市民に周知することにより，一層の進展が期待され
　　　　　る。一方で花後の花壇の整理・片付けなどにも配慮する必要があると
　　　　　思われます。

休止・廃止

Ｃ必要性・効果は無い

　①　総合評価

Ａ必要性・効果は高い

事 務 事 業 名

事 業 の 目 的

事 業 概 要

7

花いっぱい運動推進事業

各種団体等に花苗や肥料等を配布し，花による市内の環境美化を推進する。
また環境美化に優れた団体・個人等を表彰することにより，普及拡大と啓発を
図る。

地域住民および児童・生徒の環境美化に対する関心意欲を高め，きれいな地
域づくりを促進する。

各地域ごとに花苗等を配布し地域の花壇等で育ててもらう。
推薦・選考を行い，特に環境美化運動に優秀な活動を行っている団体等を7
月に市内審査，8月県の中央審査後表彰。毎年2月に行っている教育振興大
会で市表彰を行う。

平成２７年度教育行政（個別事業）点検評価結果報告書

整 理 番 号
事務事業
対象年度

 　平成２６年度

点 検 評 価
事 業 番 号

生涯学習課部課局名

現行どおり 

Ａ委員：【現行どおり】市内の環境整備と市民の生涯学習の一環として必要な
　　　　　事業であると判断される。

Ｂ委員：【現行どおり】花いっぱい運動は，総理大臣賞まで繋がっている事業で
　　　　　ある。また，人の心を和ませる，明るくする効果があるので広めていく
　　　　　必要がある。予算的には現行どおりで良い。

C委員：【現行どおり】市民の環境美化意識を醸成するとともに，草花等の栽
　　　　　培，花壇の管理等を通して住民同士の交流が活発化するものと期待
　　　　　され事業継続が必要である。

Ｂ必要性・効果はある 

休止・廃止現行どおり 

　②今後の方針 
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拡充 見直し 縮小 

拡充 見直し 縮小 

平成２７年度教育行政（個別事業）点検評価結果報告書

整 理 番 号
事務事業
対象年度

 　平成２６年度

事 務 事 業 名

事 業 概 要

部課局名 生涯学習課8

スポーツ教室の開催によって，生涯スポーツの振興を図り，市民一人ひとりが
健康で生きがいを持ったまちづくりが推進される。

市民を対象に年間を通して各種スポーツ教室を開催する。
・合気道教室　市内スポーツ団体が市民を対象に年8回開催
・スケート教室　小学校高学年を対象に，笠松運動公園スケート場を会場に年
２回開催
・スナッグゴルフ教室　市民を対象に，静ヒルズカントリークラブ外市内体育施
設で開催
・各種スポーツ教室　ニュースポーツを中心に市民を対象として，市内体育施
設で開催

市民全体にスポーツを普及し，市民の体力の向上とスポーツ精神の高揚を図
り，健康で明るく活力のある地域社会づくりに寄与することを目的とする。

点 検 評 価
事 業 番 号

事 業 の 目 的

スポーツ教室等開催事業

Ｃ必要性・効果は無いＢ必要性・効果はある Ａ必要性・効果は高い

点検評価結果

　①総合評価

　②今後の方針 
内部評価結果

現行どおり 

点
検
評
価
委
員
に
よ
る
評
価
結
果

Ａ委員：スポーツ基本法の精神からすると，障がいを持った方々の参加の機
　　　　　会を増やす必要はないのだろうか。また，学校との連携も図る必要は
　　　　　ないのだろうか。

Ｂ委員：行政として本課が事業実施するのではなく，施設や民間団体の育成を
　　　　　図るべきである。指導者の発掘及び人材育成(人材バンクの設置)が行
　　　　　政の事業であり，具体の事業実施は，補助・委託事業として民間団体
　　　　　等に任せるべきである。

C委員：ニュースポーツの地域での大会開催等による普及とともに，指導者の
　　　　　育成に努めていただきたい。また，体育協会等の取り組みと連携を
　　　　　取って推進していただきたい。

点検評価
結果理由

主な意見

休止・廃止

Ａ委員：【現行どおり】市民の健康づくりとスポーツに対する理解，それを基にし
　　　　　た健全な地域社会づくりのきっかけとして必要な事業で，現行どおりの
　　　　　実施が望まれる。

Ｂ委員：【現行どおり】現行どおりで良いが，なるべく早く体協や地域スポーツク
　　　　　ラブなどに事業移管すべきである。

C委員：【現行どおり】スポーツに親しむことは体力の向上はもとより，日常生活
　　　　　のリズムを維持するうえで効果的であり，生涯スポーツの振興を図って
　　　　　いく必要がある。

休止・廃止現行どおり 

13



拡充 見直し 縮小 

拡充 見直し 縮小 

点検評価
結果理由

点検評価結果

主な意見

内部評価結果

点
検
評
価
委
員
に
よ
る
評
価
結
果

Ａ委員：教材費として年間3000円の負担金の徴収を行っているが，なるべく受
　　　　　益者の負担を軽くする内容や方法を考える必要はないのだろうか。

Ｂ委員：体験内容の多くが，調理室や工作室で実施することが気に掛かる。屋
　　　　　外体験，たとえばオリエンテーリングや釣り，キノコ採り，タケノコ狩り，
　　　　　昆虫採集，植物採集など，野山を駆けまわるような体験ができない
　　　　　か。スクールバス通学で，今まで以上に子どもたちの体験経験機会が
　　　　　減尐しているので，その部分は，社会教育で補う必要があると考える。

C委員：他地域でも特徴のある取り組みが行われており相互交流なども可能と
　　　　　思われ，より広い視野を持たせる事ができるよう工夫していただきた
　　　　　い。

休止・廃止

Ｃ必要性・効果は無い

　①総合評価

Ａ必要性・効果は高い

事 務 事 業 名

事 業 の 目 的

事 業 概 要

9

生涯学習推進事業（御前山地域・いいこといっぱい体験隊活動）

学校週５日制の実施に伴い，休日となった土曜日を中心に，御前山小学校児
童を対象として，地域のボランティアサポーターによる様々な体験活動を実施
することによって，青尐年の健全育成を図る。

御前山小学校児童に対して家庭，学校では体験できない活動を体験させるこ
とで，多様化する社会に対応する力を持った心豊かでたくましい子どもを育成
していく。
・事業内容の決定
　サポーター会議を年５回程度開催し，事業内容の検討及び講師との日程調
整等を行う。
・隊員募集（４月）
　御前山小学校を通し,１年生から６年生の児童を対象に募集する。
　参加申込書は，御前山事務所が取りまとめを行う。
・体験活動の実施（９回開催）
　５月～３月（８月及び１１月は除く）に体験活動の参加申込書を作成し，小学
校を通して出欠確認をする。
　毎月１回土曜日を利用して,下記等の体験活動を実施する。
　オープンサンド作り・バンダナ作り・陶芸体験・クリスマスケーキつくり・ひっつ
み作り・市外見学　など

平成２７年度教育行政（個別事業）点検評価結果報告書

整 理 番 号
事務事業
対象年度

 　平成２６年度

点 検 評 価
事 業 番 号

生涯学習課部課局名

現行どおり 

Ａ委員：【現行どおり】子どもたちの健全育成や子どもたち並びに大人(サポー
　　　　　ター)の生涯学習活動の一つとして継続して行われるべき事業である。
　　　　　最低限，現行どおりの実施を望みたい。

Ｂ委員：【現行どおり】実体験が尐ない子どもたちに，様々な経験をさせること
　　　　　は，とても有意義なことである。

C委員：【現行どおり】経験豊かな地域サポーターと児童が学外でふれあうこと
　　　　　により，様々な技に関心を持たせることができ，対応力豊かな子どもの
　　　　　育成が図れるものと思料され，現行通りの実施を望みたい。

Ｂ必要性・効果はある 

休止・廃止現行どおり 

　②今後の方針 
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拡充 見直し 縮小 

拡充 見直し 縮小 

平成２７年度教育行政（個別事業）点検評価結果報告書

整 理 番 号
事務事業
対象年度

 　平成２６年度

事 務 事 業 名

事 業 概 要

部課局名 生涯学習課10

図書情報館の利用促進を図り，自主的な学習を支援するとともに，生涯学習を
推進する。

・資料の収集・整理・保存，貸出・返却・配架，修理，未返却資料の督促・回収
・図書情報館利用団体への支援，市内小中学校での読書意欲向上のための
ＰＲ活動，並びに希望校への選書及び図書の配達
・読書案内や調査研究の支援，図書リクエストや予約の受付・対応
・読書案内・調査研究の支援，未返却資料の督促，回収及び図書リクエストや
図書予約の受付及び対処の実施。

常陸大宮市の情報の拠点として，乳幼児から学生・高齢者までの幅広い市民
のニーズに対応できるように，各種資料や情報の提供，読書案内や調査研究
の支援などを積極的に行い，図書情報館の利用促進を図る。

点 検 評 価
事 業 番 号

事 業 の 目 的

図書情報館の利用に関する事務

Ｃ必要性・効果は無いＢ必要性・効果はある Ａ必要性・効果が高い

点検評価結果

　①総合評価

　②今後の方針 
内部評価結果

現行どおり 

点
検
評
価
委
員
に
よ
る
評
価
結
果

Ａ委員：好評の出前サービスの増強を図ってほしい。また，著作権法との関係
　　　　　を考えなければならないが，利用者が活用しやすいコピーサービスを
　　　　　検討してほしい。

Ｂ委員：旧町村の公民館図書室の蔵書や利用状況など現況調査をした上で，
　　　　　市全体として市民の読書促進・支援について検討してみては。

C委員：今後，益々，書籍の電子化や情報メディアの多様化が進むものと予測
　　　　　されることから，迅速・適切な対応を期待したい。また，学校図書室を
　　　　　補完する選書・配本機能については期待が大きいことから，外部委託
　　　　　等を含め効率的運営を検討いただきたい。

点検評価
結果理由

主な意見

休止・廃止

Ａ委員：【拡充】市民の生涯学習活動を支援する中心の一つとして，重要な役
　　　　　割を担った事業であり，更なる拡充を求めたい。

Ｂ委員：【現行どおり】読書の重要性は言うまでもないが，図書館の利用ニーズ
　　　　　は子どもから高齢者まで高いので，その充実発展を図る必要がある。
　　　　　学校，団体への貸出，配本についても市民の利便性を高める為，図
　　　　　書館直接か委託，指定管理が適当かを検討する必要がある。

C委員：【現行どおり】図書に慣れ親しむことは，人生の糧として大きな意義を
　　　　　持ち，また，多様化している情報メディアから適切に市民のニーズに
　　　　　合った情報を提供するといった事業の必要性は高い。

休止・廃止現行どおり 
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平成２７年度 常陸大宮市の教育に関する事務の管理及び執行状況の点検・評

価結果（平成２６年度事業分）に関する所見 

 

常陸大宮市教育行政点検評価委員   望月 厚志  

 

 

１ 教育委員会の活動状況 

 

  教育委員の状況，教育委員会会議の開催状況，教育委員会の協議事項，教

育委員会の報告事項，教育委員会会議以外の活動状況ともに適正に執行及び

活動されていると判断します。 

 平成 26 年 10 月 6 日に実施予定であった教育委員の視察研修会が中止とな

ったことに関して，その中止理由は荒天のためだったとの説明を受け，中止も

やむを得えなかった状況であったと理解・判断しております。 

 

 

 

２ 教育委員会が管理・執行する事務 

 

関係する法律・規定に基づき，適正に行われてきていると判断します。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務 

 

関係する法律・規定に基づき，適正に行われてきていると判断します。 
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平成２７年度 常陸大宮市の教育に関する事務の管理及び執行状況の点検・評

価結果（平成２６年度事業分）に関する所見 

 

常陸大宮市教育行政点検評価委員   新家 洋一  

 

 

１ 教育委員会の活動状況 

 

  教育委員会会議・協議・報告事項等概ね適正に執行されております。 

  いじめ，体罰，学力向上など，喫緊の課題が山積しておりますので，教育

委員の皆様には，これまで以上に諸課題に積極的に取り組んでいただきたい

と思います。 

 

 

 

 

 

２ 教育委員会が管理・執行する事務 

 

  教育委員会執行事務については，概ね適正に執行されております。 

  子どもの減少と高齢者の増加，この根本的な問題への対応策について，市

長及び市長部局と連携を深め，地域振興を図っていただきたいと思います。 

 

 

 

 

 

３ 教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務 

 

  教育長委任事務については，概ね適正に執行されております。 

  行政事務のスリム化を図るため，委託，指定管理について検討を進めてい

ただきたいと思います。 
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平成２７年度 常陸大宮市の教育に関する事務の管理及び執行状況の点検・評

価結果（平成２６年度事業分）に関する所見 

 

常陸大宮市教育行政点検評価委員   武藤 賢治  

 

 

１ 教育委員会の活動状況 

 

教育委員会会議の開催状況，協議事項，報告事項，教育委員会会議以外の活

動状況ともに適正に執行，活動されております。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 教育委員会が管理・執行する事務 

 

教育委員会執行業務については適切に執行されております。 

  なお，今後，ますます少子化の進行が懸念されておりますが，適正な学校

規模や地理的課題等を十分に考慮して適切に対処され，「郷育」の実現に取り

組んでいただきたい。 

 

 

 

 

３ 教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務 

 

  適切に執行されております。 
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